
1 国宝 仁王門 I 
本堂（蔵王堂）北側に位置する入犀屋造の壮大な門です。2階建てで、
1階と2階の境目にも屋根の出を有する、本瓦茸きの二重門です。本堂が
南を正面とするのに対し、仁王門は北が正面。これは、熊野（南）から吉野
（北）へ向かう巡礼者と、吉野（北）から熊野（南）へ向かう巡礼者、両者に
配慮して互いに背を向けるように建っているのだといいます。
門の左右に安置された高さ約5mの金剛力士（仁王）像は重要文化財。
延元3年(1339)、南都大仏師康成の作です。このことから仁王門は延元
3年頃の南北朝時代の再建とされています。

日本で二番目の大きさを誇る
重要文化財金剛力士像

左砕形像右：阿形像
... 品ェー

金峯山（きんぷせん）とは、奈良県の吉野山から山上ヶ岳（大峰山）に至る
一帯を指し、古く飛鳥時代から聖地として知られていました。白鳳年間
(7世紀後半）、修験道を始めた役行者（えんのぎょうじゃ）は、この金峯山で
修行され、山上ヶ岳において、人々を迷いや苦しみから救い、悟りの世界に
導くために金剛蔵王権現を祈り出されます。そして、そのお姿を山桜の木
に彫刻し、山上ヶ岳と吉野山にお堂を建ててお祀りされました。これが山上
山下の蔵王堂の起こりであり、金峯山寺の始まりです。
山号は国軸山。日本国の中心軸に位置する寺という意味です。以来今日
まで、金峯山は、修験道の中心的な道場として、多くの修行者、宗教者が
宗派を超えて入山修行しています。まさに、自然を敬い、神様も、仏様も
大切にする日本の心の原点が残っており、その精神文化は、今もしっかりと
生き続けています。また、役行者が蔵玉権現のお姿を山桜の木に彫刻した
ことから、吉野山では山桜がご神木として保護、献木され、H本一の桜の
名所となりました。
現在の金峯山寺は、金峯山修験本宗の総本山であり、多くの僧侶、修験者
が日丸厳しい修行を続けています。金峯山寺を含む「紀伊山地の霊場と
参詣道」は、その「文化的景観」の価値が認められ、2004年にユネスコの
世界文化遺産に登録されました。

I 金峯山と金峯山寺 。，ン
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左
側
の
振
込
み
用
紙
を
お
使
い
頂
き
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

四
に
伝
え
る
た
め

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

一

広
く

多
く
の
方
々
に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た 。

お
り 、

急
ぎ
修
復
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
る
次
第
で
す 。

合

掌

金
峯
山
寺
の
国
宝
仁
王
門
は 、
当
山
伽
藍
の
う
ち 、
もっ
と
も
古
く 、

南
北
朝
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
る

も
の
で 、
険
峻
な
山
岳
地
に
建
つ
楼
門
と
し
て
日
本
を
代
表
す
る
巨
大
木
造
建
造
物
と
さ
れ
て
い
ま
す 。
さ
ら
に

門
内
に
安
置
す
る
仁
王
像
は
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け 、
奈
良
東
大
寺
の
仁
玉
像
に
次
ぐ
大
き
さ
を

誇
る
記
念
碑
的
大
作
で
あ
り
ま
す 。

そ
の
仁
王
門
は
七
百
年
に
わ
た
る
星
霜
の
間 、
南
北
朝
騒
乱
の
戦
火
に
も
耐
え 、
太
閤
秀
吉
の
吉
野
大
茶
会
を

始
め
と
す
る
数
多
く
の
歴
史
の
舞
台
に
な
り 、

幾
多
の
武
将 、
俳
聖
芭
蕉
な
ど
の
著
名
な
文
人
墨
客
を
見
守っ
て

き
た
の
で
す 。
そ
し
て
何
よ
り
も 、
こ
の
門
を
く
ぐっ
て
大
峯
の
山
々
に
分
け
入
る
た
く
さ
ん
の
修
験
道
の
修
行

者
を
迎
え 、
修
験
の
聖
地
と
日
本
の
こ
こ
ろ
を
守
り

伝
え
て
き
た
の
で
す 。
こ
の
こ
と
に
よ
り

平
成
十
六
年
に
は 、

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道」
の
登
録
資
産
と
し
て 、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
度 、
金
峯
山
寺
で
は
七
十
年
ぶ
り
の
大
修
理
に
仁
王
門
及
び
仁
王
像
の
修
復
を
発
願
い
た
し
ま
し
た 。

建
立
以
来 、
た
び
た
び
修
理
を
重
ね
て
今
日
に
至っ
て
お
り
ま
す
が 、
近
年
は
永
年
に
わ
た
る
山
岳
高
所
の
風
雨

に
さ
ら
さ
れ 、
儀
み
も
激
し
く
な
り 、

柱
石
が
割
れ
た
り 、

創
建
当
時
の
屋
根
瓦
の
劣
化
が
止
ま
ら
ぬ
状
況
と

な
り
ま
し
た 。
仁
玉
門
の
す
ぐ
下
を
は
し
る
県
道
に 、
そ
の
瓦
が
落
下
す
る
危
険
性
が
H
々
高
ま
っ
て
き
て

こ
の
修
復
工
事
で
は
瓦
や
木
材
な
ど
を
可
能
な
限
り
再
利
用
し 、
劣
化
し
た
瓦
に
つ
き
ま
し
て
も 、
粉
砕
後

再
度
新
た
な
瓦
に
焼
直
し
使
用
し
て 、
先
人
の
思
い
と
財
産
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く

計
画
中
で
あ
り
ま
す 。

つ
き
ま
し
て
は 、
ご
本
尊
や
先
人へ
の
報
恩
に
謝
す
る
大
事
業
に 、
縁
を
繋
い
で
ご
参
加
ご
協
力
を
頂
き
た
く 、

膨
大
な
修
理
費
用
調
達
の
た
め 、
何
卒
深
い
ご
理
解
を
賜
り 、

後
世
へ
永
く

伝
え
守
る
こ
と
が
出
来
ま
す

よ
う
に 、
ご
支
援
賜
り
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。

●
二
O
一

八
年
（
平
成
三
十
年）
秋
頃

着
手

●
二
0
二
八
年
頃

完
成
予
定

●
総
工
費
二
十
億
円
（
推
定）

ご
協
力
方
法

金

峯

山

修

験

本

宗

総

本

山

金

峯

山

寺

国
宝
仁
王
門
大
修
理
実
行
委
員
会

国
宝
仁
王
門
大
修
理
事
務
局

尚 、
一
口
五
千
円
と
し 、

ご
寄
付
頂
い
た
方
に
は 、
記
念
品
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 。

金
峯
山
寺

国
宝
仁
王
門
大
修
理
勧
進
ご
寄
付
の
お
願
い
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